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本ワークショップでは，全著者が「35歳未満もしくは学生」である発表に対して，参加者の投票に
よって決める優秀発表賞を設定いたしました。発表者に “◎” がついている 5件が投票の対象です。
参加者は発表を聞いたうえで利益相反のない発表 1件に 9月 14日中に投票してください。
投票フォーム：https://forms.office.com/r/5SAy7HkYQa　

優秀発表賞に選ばれた発表は 9月 15日のクロージングで表彰いたします。
【利益相反 (Conflict Of Interest, COI)の判断基準】
下記 a-d のいずれかに該当すれば，COIありと判断してください。
　 a. 審査対象発表の著者または共著者。
　 b. 2022年 10月以降，著者と同じ組織 (研究室や部署など)に属していた時期がある。
　　 (大学や会社が同じでも研究室や部署が異なれば問題ありません。)

　 c. 2022年 10月以降，著者と共著で発表したことがある。
　 d. 2022年 10月以降，科研費等の公的研究費や企業からの委託・共同研究費に基づき著者と共同
研究を行ったことがある。
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Programme:Evidence-based Linguistics 2023
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「西日本諸方言におけるアスペクト形式の文法化－ 2つの動機に基づ
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◎鴨井修平 （日本学術振興会特別研究員）
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パスを用いて－」
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「＜つ＞を用いて数えられる「コト」（行為）についての分析」
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「『方丈記』の比喩表現の抽出と分析」
◎菊地礼（国立国語研究所）
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サブプロジェクト「日本・琉球語諸方言におけるイントネーションの
多様性解明のための実証的研究」
五十嵐陽介（国立国語研究所）
サブプロジェクト「計算言語学的手法による理論言語学の実証的な方
法論の開拓」
窪田悠介（国立国語研究所）
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2023年 9月 15日 (金)
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安岡孝一（京都大学）・安岡素子（京都大学・京都外国語大学）

10:40-11:40 ■セッション 5 ポスター発表 (2F 廊下)

「日本語の謙譲表現を含む文の処理における類似性の効果」
胡春霞（関西学院大学：学生）・中野陽子（関西学院大学）
「Projective properties of sense-based low-degree modifiers: A

comparison with predicates of personal taste」
Osamu Sawada（神戸大学）
「統語構造の証拠として韻律パターンを使用することの有効性ー現代
韓国語の属格主語構造を一例としてー」
金英周（帝京大学）・五十嵐陽介（国立国語研究所）・宇都木昭（名古
屋大学）・酒井弘（早稲田大学）

11:50-12:30 ■セッション 6 クロージング (2F 講堂)
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「アタヤル語群の「星」に見られる様々な派生形」
落合いずみ（帯広畜産大学）
アタヤル語群祖語における「星」は、アタヤル語スコレック方言の biNahとセデック語トゥルク方言
の p@N@⟨ra⟩h（セデック祖語* p@N@h）を比較した上で、*biN@hと再建されうる。セデック語では化
石後方接中の ⟨ra⟩が挿入された。しかしアタヤル語ではその他の方言において beyaNah, hayaNah,

b@liyaquh, haNituxなど様々な形式が報告されている。これらの形式もアタヤル語群祖語 *biN@hに
由来するものであるが、それぞれの形式において形態的、または音韻的変化を経ている。形態変化と
して (i) 化石前方接中辞 ⟨@l⟩の挿入、(ii) 化石後方接中辞 ⟨ya⟩の挿入（アタヤル語群祖語 *⟨ra⟩に遡
る）、 (iii) 化石接尾辞 -tux（または-tuh, -quh）の付加とそれに伴う語尾の脱落、(iv) 音位転換が起
きた。音韻変化として b > h、h > k、N > yへ変わるという不規則的な子音の変化が突発的に起き
た。これらの変化のうちどれが生じたかについては方言間で違いが見られるため、同源語としての関
連性が見えにくくなっている。

「想起テストに見る多義語「甘い」の習得：小学 5年生・中学 2年生・大学生を対
象に」
◎西内沙恵（北海道教育大学・筑波大学：学生）
本発表は，多義語の習得プロセスを調べるために，小学 5年生・中学 2年生・大学生を対象に実施し
た想起テストの結果を報告するものである。多義語とは関連する複数の意味が単一の形式に結びつい
た語である。例えば「甘い」は〈砂糖のような味がする〉，〈塩分が足りない〉，〈芳醇で快い〉，〈厳格
さが足りない〉，〈不十分である〉という語義を持っている。語の習得は教育基本語彙の研究により学
習年次が示されているが，多義語は学習年次において未習得の語義を含むことがあるとされる。多義
語の習得プロセスを明らかにすることを目指し，調査協力者に「甘い」を使った文を 10文書き出し
ていただく想起テストを実施した。得られたデータに対して，述定と装定等の用法の情報と『現代形
容詞用法辞典』に基づいて語義の情報を付与した。調査の結果，想起する語義に学年に応じた傾向が
見て取れた。また用法を観点に，習得のプロセスとして装定を基盤として述定に広がりが見られるこ
とを報告する。

「西日本諸方言におけるアスペクト形式の文法化－ 2つの動機に基づく待遇化プロ
セス－」
◎鴨井修平 （日本学術振興会特別研究員）
文法化の一方向性より，より低い階層にある語彙的要素は，より高い階層にある文法的要素に変化す
るということは自明である。一方，文法化はなぜ生じるのかという問題については研究が少ない。中
国語の持続形式「着 (ZHE)」は，事実確認を標示するムード形式に文法化している（沈 2008）。ま
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た，西日本諸方言の持続形式「ヨル (-jor-)」も，証拠性を標示するムード形式に文法化している（工
藤 2014）。これらのムード化は，TAMの階層構造に基づけば，順当な文法化であると言える。しか
し，近畿中央方言の持続形式「ヨル (-jor-)」は，卑罵性を標示する待遇形式に文法化している（井上
1998）。ここで，なぜ近畿中央方言では，ムード化ではなく待遇化が生じたのかという問題が生じる。
本研究では，持続形式の待遇化は，（１）形式の機能重複，（２）形式のランキング，という 2つの動
機に基づいて生じるという仮説を提案する。また，文法化の動機の相違によって文法化の内容が分岐
するという可能性について考える。

「借用語知識による第二言語発音への干渉：帯気性の度合いに注目して」
橋本大樹 （上越教育大学）
日本人は様々な場面で英語に触れる機会がある。まず我々は英語から様々な語彙を借用している。例
えば “ポップ” や “ポスト” といった語は英語から借用した語彙である。更に我々は学校で外国
語として英語を学ぶ。英語の授業で、“pop” や “post” といった語を発音することがある。 借用
語の発音は一般的に、日本語の音声・音韻体系に従って発音される。例えば “ポップ” という語の
/p/ は非帯気音 [p] で発音され、語末には母音が挿入される。日本人英語学習者が英語を話す際に、
こうした借用語の知識が英語の発音に影響することで、借用語として用いられやすい語ほど日本語の
様な発音になることが予測される。 この予測を検証するために、応募者の過去の研究で録音した日
本人英語学習者の /p/ の発音と借用語の頻度の関係を検証した。/p/ の発音は VOTの長さ、借用
語としての頻度は Google検索のヒット数で測定した。両変数は負の関係にある (借用語として用い
られやすい語ほど VOTは短い) ことがわかったが、統計的な有意差は見られなかった。

「「着く」と「着いてくる」の多義性についての一考察－ BCCWJ コーパスを用
いて－」
◎ YIN Yuqi（総合研究大学院大学：学生）
本稿は、『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）から、「着く」という語の（機能的）プロト
タイプ的な意味を抽出した上で、〈到着〉を意味する「着く」が「てくる」と共起しにくいという問題
の背後にある原因を考察した。コーパスの用例に基づいて、「着く」は〈到着〉が最もプロトタイプ
的な意味であることが明らかになり、「着いてくる」における「着く」は、最もプロトタイプ的な意
味が〈到着〉でなく〈接近・近接〉であることも解明された。「着く」と「てくる」の意味的共起条件
をさらに考察すると、〈到着〉の「着く」と〈接近・近接〉の「着く」には語彙的アスペクトに関す
る差が見られた。結論として、「くる」が一次的な移動を表す場合、「着く」は意味的な制限によって
〈到着〉の意味を表しにくい。一方、移動事象に反復性が付与されたことにより、「着く」に〈到着〉
の意味解釈が可能になる。
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「＜つ＞を用いて数えられる「コト」（行為）についての分析」
◎山本晃子 （立命館大学：学生）
日本語では、何らかの対象を数える場合、助数詞が必要とされる。数えられる対象が「モノ」（物体）
である場合には＜本＞＜枚＞＜台＞のような助数詞が用いられ、「コト」（行為）である場合には＜回
＞＜度＞のような助数詞が用いられる。しかし、「モノ」を数える場合に用いられる助数詞のうち、
最も広範な対象に使用可能な助数詞＜つ＞は、(1a)から (1c)に示すように「モノ」だけでなく「コ
ト」も数えることができる　（1） a. 大会では、１～２点差で勝った試合が三つあり、しぶとい。(朝
日新聞 2009/07/27)　 b. 中村先生は二つの提案をしてきました。(朝日新聞 2020/09/20)　 c. 学
習支援を入り口に、心がけていることが二つある。（朝日新聞 2019/07/11）　本研究では BCCWJ

や CEJCから＜つ＞を用いて「コト」が数えられている用例を収集し、＜つ＞を用いて数えられる
「コト」の特徴について分析を行う。その際、＜回＞との比較も試みる予定である。

「『方丈記』の比喩表現の抽出と分析」
◎菊地礼（国立国語研究所）
本発表は、日本の中世期のテクストから比喩表現を収集する試みの一つである。現在、日本語の比喩
研究は現代語を中心としてデータベースの構築が進められ、実証的な研究の機運が高まっている。そ
れに対して、古語の比喩表現を実証的に研究するための研究資源が整備されていない。その状況を鑑
み、『日本語歴史コーパス』（CHJ）に『分類語彙表』の意味番号をタグ付けした「CHJ-WLSP」を用
いて、中世期（鎌倉～室町）のテクストから比喩表現を抽出し、分析に必要な情報のアノテーション
を行う。本発表では、まず、当プロジェクトにおける比喩の抽出手順などの計画を報告する。また、
予備調査として行った、『方丈記』を対象とした作業の結果を報告する。『方丈記』にどれほどの比喩
が用いられているかという実態を量的に示す。そして、用いられている比喩表現の種別や比喩表現を
構成する意味的なカテゴリーを報告する。

「「構成の反復」の並行性についての構文文法的記述の試み」
伊藤薫 （九州大学）
反復は修辞学における修辞技法の 1 つであるが、平行法 (parallelism) に代表される構成の反復は、
同じ構成が繰り返されることを特徴とする。構成の反復では多くの場合、何らかの変化を伴って繰り
返される。例えば、イギリスの元首相チャーチルの発言 ”I am fond of pigs. Dogs look up to us.

Cats look down on us. Pigs treat us as equals.”では”Dogs look up to us.”と“Cats look down

on us.”を同じ構成の繰り返しとみなせるが、”Dogs”と”Cats”、”up to”と”down on”が異なり、
他は同一である。構成の同一性には程度差があり、対応する要素の語数が異なる場合も、同一の語が
全く含まれない場合でも構成の反復とみなしうる。従来の修辞学では修辞性をもたらす特徴的な部分
に限定して記述されてきたが、本研究では共通部分と差異を記述するための体系を模索する。枠組み
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は構文文法を中心とし、必要に応じて拡張する。記述対象は反復される要素の音韻、意味、品詞を中
心とし、それらのスキーマ化及びスキーマからのカテゴリー化の観点から考察する。また、反復検出
の自動化可能性についても検討する。

「ローマ字・カタカナ・キリル文字によるアイヌ語 Universal Dependenciesの
可能性」
安岡孝一（京都大学）・安岡素子（京都大学・京都外国語大学）
書写言語としてのアイヌ語は、ローマ字 (ラテンアルファベット)・カタカナ・キリル文字など、多彩
な文字と記法によって記述されてきた。その一方、抱合語としてのアイヌ語は、日本語や欧米諸語と
は全く異なる言語構造を持つことから、これらの言語向けの言語処理手法は、そのままではアイヌ
語に適用できない。ならば Universal Dependenciesは、どうだろう。言語横断的な文法構造記述と
して設計された Universal Dependenciesは、書写言語としてのアイヌ語を、どの程度ちゃんと記述
できるのだろう。『アイヌ神謠集』、『アイヌ語會話字典』、アイヌ語訳『五倫名義解』、『Аинск
о-русский словарь』を Universal Dependenciesコーパスとして記述していく中で、
われわれは、われわれの見積りが甘かったことを痛感すると同時に、それでも、アイヌ語 Universal

Dependenciesが、アイヌ語の言語処理に寄与することを確信した。本発表では、その一端について
述べる。

「日本語の謙譲表現を含む文の処理における類似性の効果」
胡春霞（関西学院大学：学生）・中野陽子（関西学院大学）
キュー呼び出しモデルによると（Lewis＆ Vasishth, 2005）、文法性の錯覚（非文法的な文を文法的
であると錯覚すること）が起こるのは、本来、ヘッド（動詞）と結び付くべき構成素（ターゲット）
があるのに、ヘッドと同じ統語的特徴を持っている構成素（アトラクター）があると、ヘッドがアト
ラクターと結びつき、ヘッドとターゲット間の依存関係に干渉するためである。複数の種類の実験で
促進効果が報告されており、促進性干渉とも言う。日本語の謙譲表現「お～する」は、その目的語名
詞句のあいだに統語的一致が求められる。本研究では、主語名詞句をアトラクター、目的語名詞句を
ターゲットとして、尊敬の接辞（先生）を付加し、ヘッドの動詞との統語的一致の有無を操作して促
進性干渉の有無を調べた。全文提示の容認性判断課題と自己ペース読文課題を実施した。その結果、
前者では抑制性干渉が見られ、後者では促進性干渉が見られなかった。
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「Projective properties of sense-based low-degree modifiers: A compar-

ison with predicates of personal taste」
Osamu Sawada（神戸大学）

Sense-based low-degree modifiers such as the Japanese kasukani‘faintly’and the English faintly

are similar to predicates of personal taste such as tasty in that they trigger an acquaintance

inference―i.e., that a judge (typically the speaker) has first-hand experience with the object of

predication. However, they differ in terms of projective behavior. Whereas the acquaintance

inference of predicates of personal taste disappears when they are embedded under interrogative,

conditional, or modal operators (e.g., Ninan 2014; Pearson 2013; Anand and Korotkova 2018;

Willer and Kennedy 2020), in the case of sense-based low-degree modifiers, the experiential

meaning that a judge measures degree based on their own sense projects in those environments.

(As a result, sentences are often unnatural unless it is contextually justified.) I argue that the

difference in projectability comes from differences in the nature of the experience. Sense-based

low-degree modifiers pertain to the manner of measurement, which is an immediate, direct

sensory experience. By contrast, predicates of personal taste need not pertain to an immediate

experience. It will be shown that differences in the natures of experiences can be checked using

the“Hey, wait a minute!” test. This paper shows that there are various kinds of acquaintance

inferences and that the differences are reflected in projective behavior.

「統語構造の証拠として韻律パターンを使用することの有効性ー現代韓国語の属格
主語構造を一例としてー」
金英周（帝京大学）・五十嵐陽介（国立国語研究所）・宇都木昭（名古屋大学）・酒井弘（早稲田大学）
統語論、音韻論、意味論など言語学の各分野においては、それぞれの現象を検討するために、細分化
されたそれぞれの分野内のデータが証拠とされることが多い。しかし有効な証拠は分野内に限らず、
分野外のデータから得られることもある。本発表では、現代韓国語の属格主語構造を一例として、統
語構造に関する仮説の検証に韻律パターンを証拠として使用することの有効性を示す。現代日本語
では、「母親が焼いたチジミ／母親の焼いたチジミ」のように連体修飾節中の主格と属格が交替する
ことが可能であるが、現代韓国語／朝鮮語では方言によって可能性が異なることが指摘されている
（Sohn, 2004; 金銀姫 2014）。ここで「母親の」のような名詞句が連体修飾節の主語であるという証
拠を示すために、従来の研究では修飾語を加えた複雑な文の意味判断を行わせることが多かった。本
発表では、例文を各方言の母語話者に音読させた韻律パターンを分析することで、名詞句が連体修飾
節の主語であることの明瞭な証拠が得られることを示す。
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Information

口頭発表について
ELW 口頭発表は、質疑を含めて 25 分間です。発表と発表の間に 5 分間の入替の時間をいただき
ます。
発表に際して、HDMI タイプ A による映像出力可能な機材をご準備ください。映像出力を講堂に
投影します。
音声を再生される方は 3.5mm ステレオミニプラグにより、音声出力可能な機材をご準備くださ
い。講堂の PA システムに接続します。
発表中は、100V 電源 (Aタイプ)が利用できます。
体調不良などで当日現地参加できない場合には、elw@ninjal.ac.jp までご相談ください。

ポスター発表について

　ポスター発表は 60 分間です。
　ポスターは高さ 180cm のパネルの横
120cm 縦 150cm の領域に貼り付けます。
　 A3 横版下のものを A0 横印刷
(118.9cm x 84.1cm) で印刷し、3m の
距離から撮影すると右の写真のようにな
ります。

ポスター発表者
ポスター発表は、国立国語研究所 3F 多目的室にて実施します。 多目的室の机・椅子は自由に移
動してくださって結構です。
体調不良などで当日現地参加できない場合には、elw@ninjal.ac.jp までご相談ください。
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参加者への注意点
会場の 100V 電源 (タイプ A) はご自由にご利用ください。
会場内は eduroam のほかゲスト用 Wi-Fi が利用できます。ゲスト用 Wi-Fi の接続情報は受付に
お問い合わせください。

参加者ランチスペース

３　階

3F 
セミナー室

交流室

ゴ
ミ

ﾗｳﾝｼﾞ

吹　　　　抜

ゴミ

吹　　　　抜

2F
多目的室

講堂

2F
多目的室

3F
セミナー室

 

展示室
大会議室

小会議室 中会議室１ 中会議室２ゴミ

玄関

ﾗｳﾝｼﾞ

ゴ
ミ

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

1　階

1F
ラウンジ

1F
オープン
スペース

• ランチスペースは 1F オープンスペース・1F ラウンジ・2F 多目的室・3F セミナー室 1・2・
3 をご利用ください。

• 2F 講堂内では飲食しないでください。
• ゴミはできるかぎりお持ち帰りください。
• 2F 多目的室のスクリーン裏に流し台がございます。ゴミを捨てる場合には、きちんと分別し
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てください。特に弁当ガラは洗ったうえで、プラスチックゴミと燃えるゴミ（割り箸など）に
分別してください。

喫煙所
喫煙所は屋外にあります。喫煙所には屋根・灰皿がございませんので、傘・携帯灰皿などをお持ち
ください。
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